
最高裁判所 契約監視委員会 議事概要 

 

開 催 日 等 令和７年７月 2９日（火） オンライン会議 

委 員 委員長 野 澤 正 充（立教大学法学部教授） 

委 員 山 内 久 光（弁護士） 

委 員 佐々木   伸（元会社員） 

対 象 期 間 令和６年１０月１日～令和７年４月１日 

契 約 の 現 状 等 の 説 明 令和６年度下半期における契約状況について 

個別審議案件（５件） 契 約 件 名：会議室机の購入等 

契 約 金 額：46,145,000 円 

契約締結日：令和 6 年１２月１0 日 

契 約 方 式：一般競争入札 

契 約 庁：最高裁判所 

契 約 件 名：営繕積算システム用単価データ等の購入（令和７

年度） 

契 約 金 額：6,008,200 円 

契約締結日：令和７年４月１日 

契 約 方 式：一般競争入札 

契 約 庁：最高裁判所 

契 約 件 名：ＷＥＢ版図書情報システムの利用（令和７年度分） 

契 約 金 額：1,375,000 円 

契約締結日：令和７年４月 1 日 

契 約 方 式：一般競争入札 

契 約 庁：最高裁判所 

契 約 件 名：Cisco Webex のライセンス提供及び運用支援業務

（令和７年度家裁整備分） 

契 約 金 額：35,636,040 円 

契約締結日：令和７年４月１日 

契 約 方 式：一般競争入札 

契 約 庁：最高裁判所 

契 約 件 名：裁判員量刑検索システムの運用保守 

契 約 金 額：4,895,000 円 

契約締結日：令和７年４月１日 

契 約 方 式：一般競争入札 

契 約 庁：最高裁判所 

委員からの意見・質問 別紙のとおり 



等、それに対する回答

等 

次 回 抽 出 委 員 の 指 定 野澤委員長を次回委員会における審議案件抽出委員に指定  

委 員 会 に よ る 意 見 の 

具 申 又 は 勧 告 の 内 容 

なし 

そ の 他 次回委員会の開催日は、追って日程調整する旨、確認した。 

なお、開催方法については、言及していない。 

 

  



（別紙） 

意 見 ・ 質 問 回 答 等 

１ 個別審議案件 

 

(1) 会議室机の購入等 

 

(問)  入札説明書を受領した１２者のう

ち、参加しなかった１０者は、なぜ参

加しなかったのか。 

 

 

 

 

(意見) 特定の業者でないと履行できない

ような案件ではなかったにもかかわら

ず、2 者参加は少なすぎると思う。不

参加の理由を検討して、改革できる点

があれば改革してほしい。 

 

(問) 対象物はどの程度特殊な物か。一般

の家具店にも置いているような物か。 

 

 

 

(2) 営繕積算システム用単価データ等の購

入（令和７年度） 

 

(問) 入札参加しなかった業者への呼びか

けについて、同者は参考見積りの金額

が高く、令和６年度も参加していない。

仮に同者が参加しても金額は下がらな

いのでないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(答) オフィス家具店、木材のオーダーメ

イド家具店、インテリア家具店等が受

領しており、一部の業者に参加しなか

った理由を確認したところ、利益を出

せるような価格での参入が難しいと判

断したとのことであった。 

 

 

 

 

 

 

 

(答) 会議等で利用することを目的として

おり、素材がしっかりし、設営がしや

すく、保管スペースにも問題がないと

いうような機能性も求めている。 

 

 

 

 

(答) 同者は、人件費・資材の高騰により、

人手不足が慢性化しており、納入時期

が他の案件と重なると参加できないと

のことであった。参考見積書での金額

差はあるが、あくまで参考見積書であ

り、競争の結果、金額が下がることも

考えられるので、納入時期をずらすな

ど、とにかく参加してもらえるような

工夫を少しでもしていきたいと考えて

いる。 



 

 

 

 

 

 

 

(意見) 一者入札の問題点として、競争性

が阻害されるというだけではなく、も

しこの一者に問題があったら調達がで

きなくなるという点についても問題意

識を持たれた方がよい。 

 

(3) ＷＥＢ版図書情報システムの利用（令和

７年度分） 

 

意見なし 

 

(4) Cisco Webex のライセンス提供及び

運用支援業務（令和７年度家裁整備分） 

 

(問) Webex のライセンスは取扱業者が限

られるのか。 

 

(問) Webex にはどのような長所があるの

か。 

 

 

 

(5) 裁判員量刑検索システムの運用保守 

 

(問) 低入札となった点について、過去の

落札率はどうか。 

 

 

 

 

なお、裁判所が拠っている国土交通

省の基準に、本件落札者と本件不参加

業者の二者が出しているデータという

ものが挙げられていることから、裁判

所としてはこれを使わざるを得ず、他

の業者の探索は困難である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(答) Teams や Zoom に比べると、取扱業

者は少ない。 

 

(答) デバイスライセンスである点が長所

である。調停委員は非常勤であるので、

ウェブ会議用の端末に紐づくライセン

スとして整備する必要があった。 

 

 

 

(答) 令和６年度は、運用保守と改修を一

件で調達しており、２社応札で落札率

は７５％であった。令和 5 年度は、運

用保守のみで、6 社入札で落札率は６

０％であった。 

 



(問) 落札業者は偏っているのか。 

 

 

(意見)  競争が働くということは、競争力

のある見積りが出てくるということだ

と思うので、他の案件についても、何

らかの工夫をして競争原理が働くよう

に頑張ってもらいたい。 

 

(答) 特に偏りはなく、様々な業者が落札

している。 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 


